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原始惑星系円盤内での、微惑星の形成・進化は重要でありながらも、未だに解明されて
いない部分が多くある。その中でも太陽系元素存在度を持つ、氷微惑星の熱史に注目して
研究を行ってきた。過去の研究の多くと同様に、熱伝導方程式を差分法で解き、その際に
化学反応やコア形成も考慮した。その際、様々なパラメーター（サイズや微惑星の形成時
期）を変化させて、パラメーターが結果に与える影響も見た。扱う微惑星サイズによって
meshや time stepを変化させる必要もあり、前年度のように XT4で CPU毎で異なるパ
ラメーターを使う方法ではなく、主に汎用PCで多くのジョブを走らせることで、多くの
パラメーターの計算を行った。この結果、微惑星の形成時期（初期に持つ熱源の量）が、
化学反応の発生の可否や発生時期を決定付けていることがわかった。


